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１．研究計画の概要 

本研究課題では近赤外分光法（NIRS）によ
る脳血流測定を同時に行いながら反復的経
頭蓋磁気刺激治療（rTMS）を精神疾患に対し
て行い、治療効果と磁気刺激中の脳血流変化
との関連を明らかにし、rTMS の有効性を高め
る方法を探索する。 
  
２．研究の進捗状況 
統合失調症群３０名と健常者群３０名に

対して、前頭葉機能課題を施行中に NIRS に
よる前頭前野の酸素化ヘモグロビン濃度の
変化を測定し、言語流暢性課題、ハノイの塔
課題において、両群の前頭前野賦活の差が最
も顕著に見られることを見出した。これは近
赤外分光法が統合失調症の前頭葉機能障害
を評価する上で有用であり、障害の程度を評
価するのに最適な課題は、前頭葉課題の中で
も特定のものに限られるということを示し
ている。さらに統合失調症群３０名と健常者
群３０名を追加して、NIRS の測定結果により、
統合失調症と健常者と判別可能かどうか検
討をおこなっている。その結果は正判別率７
５％以上、感度７３．３％以上、特異度７６．
７％以上で再現性を持って、両者を判別でき
ることを見出した。また統合失調症群７９名
と健常者群１３０名に対して、５種類の前頭
葉機能課題を施行中に近赤外分光法による
前頭前野の酸素化ヘモグロビン濃度変化を
測定し、統合失調症と健常者の賦活曲線の特
性を評価した。その結果、５種類の前頭葉機
能課題による賦活曲線の特性は異なってお
り、これらの賦活曲線特性の違いに注目する
ことで、統合失調症と健常者を近赤外分光法
を用いてより高精度に判別できる可能性が
示唆された。また難治性大うつ病性障害患者

に対し、右前頭前野に１Hz、左前頭前野に
10Hz の rTMS を行った。NIRS を用いた同時測
定により当該部位で酸素化ヘモグロビン濃
度が上昇することが示され、経頭蓋反復磁気
刺激による大脳皮質内での血流変化が測定
できることを確認したが、刺激に同期したア
ーチファクトと思われる波形が記録された。
これにより、近赤外分光法により磁気刺激治
療の効果判定に応用可能であるが、アーチフ
ァクトの影響について考慮する必要が示さ
れた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
（理由） 
 当初の計画では rTMS の有効性を高めるた
めに rTMS 中の脳血流を NIRS を用いて評価す
ることが目的であったが、これに加え認知課
題中の脳血流変化を、統合失調症を初めとす
る精神疾患の大規模集団において NIRS によ
り評価し、精神疾患の病態について多大な知
見を得ることができたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後もサンプル数を拡大し、より広範な精
神疾患において評価し、得られた知見をより
確実なものとし、治療効果予測や病態評価に
応用できる標準的なデータセットとするこ
とをめざす。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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